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【
底
本
】 

名
称
：『
信
州
飯
山
城
址
公
園
改
良
案
』 

著
者
：
本
多
静
六
・
森
脇
龍
雄
著 

刊
行
：
昭
和
二
年
六
月
飯
山
町
役
場
発
行 

項
数
：
二
十
項 

所
蔵
：
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室 

 【
作
業
方
針
】 

見
出
し
と
全
文
を
作
成
し
た
。
原
本
に
は
図
面
を
含
む
が
、
本
稿
に
は
図
面
を
掲
載
し
な
い
。

見
出
し
は
全
文
か
ら
抽
出
し
た
。
書
字
方
向
は
、
原
文
の
と
お
り
縦
書
き
と
し
た
。
一
行
あ
た
り

の
文
字
数
は
、
本
稿
の
様
式
に
適
合
さ
せ
改
変
し
た
。
字
体
は
、
現
代
の
常
用
漢
字
体
に
統
一
し

た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に
組
み
直
し
た
。
現
代
的
な
読
み
易
さ
を
加
味
の
上
、
語
尾

を
簡
素
な
表
現
に
改
め
る
こ
と
、
長
文
に
句
読
点
を
付
加
す
る
こ
と
、
な
ど
修
正
を
施
し
た
。
明

ら
か
な
誤
植
は
正
当
な
表
現
に
訂
正
し
た
。
底
本
に
は
本
文
中
に
図
面
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
本

稿
で
は
現
代
語
訳
を
意
図
す
る
た
め
、
作
業
対
象
外
と
し
た
。 

 

【
見
出
し
】 

諸
言 

 

第
一 

改
良
の
大
方
針 

 

第
二 

公
園
道
路 

（
一
）
自
動
車
道
路 

（
二
）
廻
遊
歩
道 

（
三
）
そ
の
他
の
步
道 

〈
イ
〉、〈
ロ
〉、〈
ハ
〉、〈
ニ
〉、〈
ホ
〉、〈
へ
〉、〈
注
意
〉 

 

第
三 

各
局
部
の
特
徴
及
び
施
設 

（
一
）
本
丸
址
及
び
そ
の
付
近 

（
二
）
二
の
丸
址
及
び
そ
の
付
近 

（
三
）
三
の
丸
址
及
び
そ
の
付
近 

（
四
）
花
卉
園(

西
の
御
屋
形
跡) 

（
五
）
花
卉
園
と
〈
イ
〉
の
歩
道
と
の
間
の
平
地 

（
六
）
果
樹
園 

（
七
）
濠
、(

養
魚
池) 

（
八
）
菖
蒲
池 

（
九
）
蓮
池 

（
十
）
運
動
場 

 

第
四 
雑 (
そ
の
他
の
改
良
新
設
事
項) 

（
一
）
神
櫻
の
井
戸 

（
二
）
茶
店 

（
資
料
） 

本
多
静
六
・
森
脇
龍
雄
著
『
信
州
飯
山
城
址
公
園
改
良
案
』（
昭
和
二
年
六
月
飯
山
町
役
場
発
行
）
の
現
代
語
訳 
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（
三
）
便
所 

（
四
）
腰
掛 

（
五
）
樹
木
植
付 

（
六
）
芝
生
の
手
人 

（
七
）
風
致
林
の
手
入 

（
八
）
雑
草
刈
取
り 

（
九
）
案
内
図 

（
十
）
屑
箱 

（
十
一
）
溝
の
掃
除 

（
十
二
）
照
明
設
備 

（
十
三
）
水
栓 

（
十
四
）
小
学
校
運
動
場 

（
十
五
）
愛
樹
愛
園
思
想
の
鼓
吹 

（
十
六
）
保
勝
会 

（
十
七
）
青
年
団 

結
び 

 

【
全
文
】 

緒
言 現

在
世
界
文
化
の
大
勢
は
す
べ
て
の
人
が
独
立
自
強
を
標
榜
す
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
か
の
世
界
大
戦
の
結
果
は
国
家
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
各
々
独
立
自
強
の
ほ
か
に
頼
る

べ
き
も
の
が
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
従
来
は
資
産
、
社
会
的
名
声
、
位
階

等
に
重
き
を
置
い
た
も
の
が
、
戦
後
に
お
い
て
は
そ
れ
が
一
変
し
、
何
事
も
自
分
自
身
の
力
で

慮
理
し
て
生
き
て
行
け
な
く
な
っ
た
。
特
に
最
近
の
時
代
思
潮
は
不
労
所
得
を
忌
み
、
勤
労
所

得
を
謳
歌
す
る
に
至
り
、
遊
ん
で
暮
ら
す
こ
と
が
最
も
軽
蔑
さ
れ
、
働
く
こ
と
が
最
も
尊
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
働
か
ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
で
、
働
か
な
い
人
は
今
日
の
社
会

に
は
容
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
親
譲
り
の
財
産
を
当
て
に
せ
ず
、
人
の
世
話
に
も
な
ら
ず
、
各
自
自

分
で
働
い
て
生
き
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
独
立
自
強
が
今
日
の
文
化
の
大
勢
で
あ
る
。
し
か

し
て
そ
の
独
立
自
強
に
は
何
よ
り
も
丈
夫
な
身
体
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
必
然
の
結
果
、
健
康

第
一
主
義
と
な
り
、
名
誉
、
富
、
学
問
よ
り
も
何
も
の
よ
り
各
人
の
健
康
第
一
に
お
く
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の
健
康
第
一
主
義
の
賞
現
に
は
十
分
日
光
を
浴
び
る
こ
と
、
不
断
新
鮮
な

空
気
を
呼
吸
す
る
こ
と
、
新
鮮
な
食
物
を
う
ま
く
食
う
こ
と
の
三
点
に
帰
着
す
る
。
そ
れ
に
は

戸
外
生
活
の
時
間
を
多
く
し
、
働
い
た
り
運
動
し
た
り
し
て
腹
を
減
ら
し
、
飯
を
う
ま
く
食
う

よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
現
代
の
都
会
の
日
常
生
活
は
全
て
が
こ
れ
に
矛
盾
す
る
。

さ
れ
ば
人
々
は
家
庭
に
あ
っ
て
は
少
し
で
も
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
従
来
の
鑑
賞
本
位

の
庭
園
を
実
用
本
位
の
も
の
と
し
、
雨
天
の
ほ
か
は
全
家
族
が
庭
で
仕
事
し
、
庭
で
客
に
接
し
、

各
家
庭
の
庭
は
戸
外
室
ま
た
は
拡
張
さ
れ
た
る
部
屋
と
し
て
利
用
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
。
ま
た

自
分
で
こ
の
戸
外
室
を
持
つ
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
の
た
め
に
、
共
同
の
戸
外
室
即
ち
公
園
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
人
々
で
も
暇
あ
る
ご
と
に
戸
外
の
空
気
を
慕
い
、
公

園
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
そ
の
公
園
も
今
実
の
大
都
会
で
は
完
全

な
も
の
を
造
る
余
地
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
都
会
生
活
者
は
勢
い
地
方
の
小
都
会
ま
た
は

農
村
、
山
村
、
海
浜
等
に
こ
れ
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
夏
休
み
等
を
利
用
し

て
こ
れ
ら
の
地
方
に
滞
在
し
、
心
身
を
休
養
し
て
健
康
を
維
持
す
る
必
要
を
生
じ
、
気
候
良
く

空
気
清
浄
な
山
村
、
海
浜
地
方
等
が
大
都
会
の
保
養
所
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
が
美
化

さ
れ
整
備
さ
れ
て
、
つ
い
に
は
地
方
文
化
の
進
歩
と
も
な
り
、
延
い
て
は
一
般
国
民
が
等
し
く

文
化
に
浴
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
今
日
の
世
界
の
大
勢
で
あ
る
。
こ
の
度
に
当
た
り
、

当
飯
山
町
が
歴
史
的
由
緒
あ
る
飯
山
城
址
公
園
を
計
量
せ
ら
れ
、
そ
の
改
良
案
を
私
共
に
委
嘱

さ
れ
た
こ
と
は
、
実
に
時
勢
な
る
適
応
す
る
お
考
と
敬
服
か
つ
私
共
の
光
栄
と
す
る
所
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
か
か
る
地
方
公
園
の
設
計
、
特
に
飯
山
城
址
の
よ
う
に
由
緒
深
き
地
の
公
園
を
改

良
設
計
す
る
に
は
、
城
址
並
み
に
付
近
の
名
勝
、
古
墳
、
記
念
物
、
天
然
の
要
素
、
伝
説
を
は
じ

め
、
地
方
民
衆
の
要
求
、
人
情
、
俗
、
習
慣
、
政
治
、
経
済
、
交
通
機
関
等
の
状
態
に
関
す
る
該

博
な
る
知
識
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
共
は
当
地
に
初
め
て
来
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
知

識
に
乏
し
く
、
ま
た
調
査
の
時
日
も
少
な
い
た
め
、
或
は
立
案
に
全
か
ら
ざ
る
点
有
、
こ
れ
か
を

惧
る
る
次
第
で
あ
る
。
た
だ
幸
い
に
も
こ
れ
ら
の
事
情
に
精
通
せ
ら
れ
た
浅
山
正
春
氏
、
横
田

茂
守
氏
、
島
津
友
之
助
氏
等
の
ご
案
内
と
ご
注
意
に
よ
っ
て
二
日
間
当
城
址
を
調
査
せ
る
結
果

に
基
づ
き
、
こ
こ
に
公
園
改
良
設
計
案
を
立
て
た
次
第
で
あ
る
。 

第
一 

改
良
の
大
方
針 

本
公
園
改
良
の
大
方
針
は
歴
史
的
に
有
名
な
城
址
保
存
を
主
と
し
、
そ
の
方
針
に
戻
ら
ざ
る
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範
囲
に
お
い
て
こ
れ
を
美
化
し
、
便
化
し
、
以
て
飯
山
町
の
公
園
と
し
て
一
般
民
衆
の
遊
覧
、
休

養
、
娯
楽
、
保
健
等
の
用
に
そ
な
え
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
城
址
塁
石
が
崩
壊
し
て
旧
位
置
の

判
然
た
る
個
所
は
こ
れ
を
復
旧
し
、
昔
の
濠
も
一
部
分
こ
れ
を
復
旧
す
る
。
そ
し
て
美
化
、
便
化

に
当
た
っ
て
は
出
来
る
だ
け
従
来
の
樹
木
を
利
用
し
、
新
植
樹
木
も
主
と
し
て
昔
か
ら
こ
の
城

に
固
有
の
樹
種
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
公
園
内
の
道
路
は
往
時
の
も
の
と
か
な
り
変
化
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
復
旧
す
る
に
は
多
大
の
経
費
を
要
し
、
ま
た
現
在
の
も
の
で
も
公
園
と
し
て
利

用
す
る
に
お
い
て
は
か
え
っ
て
便
な
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
差
支
え
な
い
限
り
現
在
の
ま
ま
と

し
、
た
だ
そ
の
改
良
す
べ
き
も
の
の
み
こ
れ
を
改
良
し
、
園
内
を
廻
遊
す
る
に
必
要
な
道
路
を

新
設
す
る
こ
と
と
す
る
。 

第
二 

公
園
道
路 

（
一
）
自
動
車
道
路 

正
面
公
園
入
口
の
橋
を
渡
り
、
旧
西
の
御
屋
形
の
麓
に
沿
っ
て
西
よ
り
北
に
折
れ
運
動
場
に

至
る
も
の
。
幅
員
二
間
半
、
但
し
橋
よ
り
正
面
見
附
に
至
る
直
線
道
路
は
三
間
と
し
、
こ
の
部
分

に
は
両
側
に
、
そ
の
他
の
部
分
に
お
い
て
は
一
方
の
側
に
櫻
の
並
木
を
造
る
。
こ
の
自
動
車
道

路
は
現
在
の
道
路
を
拡
張
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
路
面
は
蒲
鉾
形
と
し
、
平
地
に
お
い
て
は
両
側

に
、
山
腹
に
お
い
て
は
山
の
方
に
の
み
Ⅴ
字
形
の
排
水
溝
を
設
け
る
。
正
面
入
口
の
橋
は
現
在

の
木
橋
を
廃
し
石
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
反
橋
と
し
て
欄
干
を
付
け
る
。
池
の
先
橋
よ
り
内
方

正
面
の
道
の
両
側
に
は
各
長
さ
六
七
間
、
奥
行
二
三
間
位
の
広
場
を
設
け
、
路
面
と
引
き
な
ら

せ
る
一
面
の
芝
生
と
し
自
動
車
の
置
場
に
当
て
る
。
な
お
運
動
場
横
に
も
約
六
間
四
方
位
の
自

動
車
置
場
兼
自
動
車
廻
し
を
設
け
る
。
同
樣
芝
生
と
す
る
。 

（
二
）
廻
遊
歩
道 

正
面
入
口
の
橋
を
渡
り
、
そ
の
麓
を
起
点
と
し
て
右
に
分
れ
園
の
外
境
に
沿
っ
て
進
み
運
動

場
東
北
側
の
道
路
に
合
し
、
更
に
北
西
方
の
境
を
廻
遊
し
て
橋
の
左
に
至
る
新
道
を
造
る
。
幅

員
六
尺
な
い
し
九
尺
。
な
お
濠
、
菖
蒲
池
、
蓮
池
に
沿
い
た
る
部
分
に
は
水
面
の
側
に
、
ま
た
蓮

池
と
養
魚
池
と
の
間
の
部
分
に
は
果
樹
園
の
側
に
モ
ミ
ジ
の
並
木
を
作
る
。
樹
間
距
離
二
間
。 

(

三
）
そ
の
他
の
步
道 

〈
イ
〉
正
面
見
付
に
て
自
動
車
道
路
と
分
岐
し
、
本
丸
址
、
二
の
丸
址
の
西
側
を
通
自
動
車
道

路
に
合
す
る
も
の
を
幅
員
二
間
半
な
い
し
四
間
に
改
修
す
る
。
即
ち
現
在
の
も
の
は
そ
の
勾
配

急
な
る
部
分
は
著
し
く
破
損
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
こ
れ
を
修
繕
し
、
こ
の
部
分
に
は
第
一
図
の
如

く
直
径
三
四
寸
位
の
九
太
材
を
用
い
階
段
と
な
し
、
旁
々
土
砂
の
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
。
こ
の

部
分
は
、
不
常
は
自
動
車
を
通
さ
ず
、
た
だ
特
に
必
要
の
場
合
に
限
り
通
し
得
る
程
度
に
改
修

す
る
。
正
面
見
付
々
近
に
は
一
部
分
片
側
に
櫻
並
木
を
作
る
。 

〈
ロ
〉
正
面
自
動
車
道
路
よ
り
分
岐
し
、
本
丸
址
南
側
を
通
り
菖
蒲
池
の
東
北
側
を
過
ぎ
て

廻
遊
道
路
に
合
す
る
山
腹
逍
遙
道
路(

既
設)

は
有
効
路
面
を
三
尺
な
い
し
五
尺
に
援
張
す
る
。

こ
の
道
の
両
側
は
山
腹
の
部
分
に
お
い
て
は
ク
マ
ザ
サ
を
用
い
て
縁
を
取
る
。 

〈
ハ
〉
公
園
西
北
の
入
口
よ
り
東
南
に
進
み
自
動
車
道
路
と
交
叉
し
、
更
に
進
ん
で
〈
イ
〉
の

歩
道
に
合
す
る
直
線
道
路(

既
設)

は
幅
員
三
間
な
い
し
四
間
と
す
る
。
こ
の
道
路
の
両
側
に
は

既
に
櫻
が
存
在
す
る
も
、
更
に
補
植
し
完
全
な
る
櫻
並
木
を
作
る
。
な
お
道
路
の
破
損
せ
る
部

分
あ
る
ゆ
え
こ
れ
は
修
繕
す
る
。 

〈
ニ
〉
蓮
池
の
東
南
部
巡
り
、
廻
遊
道
路
と
相
待
っ
て
蓮
池
を
一
周
し
得
る
逍
遙
道
路
を
新

設
し
て
、
そ
の
幅
員
を
六
尺
な
い
し
九
尺
と
し
、
廻
遊
道
路
と
同
樣
水
面
に
面
し
た
側
に
二
間

置
き
に
モ
ミ
ジ
を
植
栽
す
る
。 

〈
ホ
〉
運
動
場
南
西
側
に
お
い
て
自
動
車
道
路
と
廻
遊
道
路
と
を
連
絡
す
る
も
の
を
新
設
し
、

そ
の
幅
員
を
六
尺
と
す
る
。 

〈
へ
〉〈
イ
〉
の
道
路
よ
り
分
れ
て
三
の
丸
址
に
至
る
る
の
、
即
ち
も
と
の
扇
坂(

既
設)

の
幅

員
を
三
尺
な
い
し
六
尺
に
拡
張
す
る
。 

〈
注
意
〉
自
動
車
道
路
は
最
小
限
度
九
尺
の
有
効
路
面
を
要
し
、
ま
た
擦
れ
違
う
に
は
二
間

中
の
有
効
路
面
を
最
小
限
と
す
る
も
、
そ
の
展
さ
は
必
ず
し
も
一
定
す
る
必
要
は
な
い
。
容
易

に
出
来
る
所
は
な
る
べ
く
三
間
な
い
し
四
間
位
に
造
る
を
便
と
す
る
。
特
に
步
道
に
あ
っ
て
は

必
ず
し
も
一
定
の
幅
に
な
す
を
要
し
な
い
。
工
事
の
容
易
な
る
部
分
は
な
る
べ
く
広
く
造
る
を

可
と
す
る
。 

第
三 

各
局
部
の
特
徴
及
び
施
設 

あ
る
一
つ
の
公
園
が
其
の
公
園
と
し
て
の
個
性
を
示
す
べ
く
顕
著
で
あ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、

自
ら
移
り
変
わ
る
風
致
に
随
い
、
地
形
に
応
じ
て
、
そ
こ
に
生
る
べ
き
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
全
園
は
単
調
に
過
ぎ
興
趣
起
ら
ず
、
つ
い
に
は
行
客
の
倦
怠
を
招
く

に
至
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
公
園
の
各
局
部
の
有
す
る
地
形
、
方
位
、
地
質
等
に
順
い
、
四
季
折
々

の
天
然
の
移
り
変
わ
り
に
応
ず
る
よ
う
特
徴
を
保
た
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
し
か
も
そ

の
特
徵
変
化
は
常
に
統
一
に
依
っ
て
自
然
美
と
調
和
し
修
飾
さ
れ
、
か
つ
本
公
園
の
目
的
た
る

382 
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民
衆
の
野
外
に
お
け
る
保
健
、
慰
安
、
教
化
の
設
備
と
両
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
一
）
本
丸
址
及
び
そ
の
付
近 

本
丸
址
は
本
公
園
内
最
高
の
地
で
南
方
脚
下
に
は
千
曲
川
の
清
流
を
控
え
眺
望
絶
佳
で
あ
る
。

ま
た
こ
こ
に
は
葵
神
社
が
あ
っ
て
神
施
区
と
も
い
う
べ
き
部
分
で
あ
る
。
現
在
は
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
ク
ラ
が
十
数
本
散
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
ゆ
え
、
更
に
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
を
六
間
置
位
の
距
離
に

あ
ら
く
補
植
し
、
櫻
樹
の
下
は
一
面
の
芝
生
と
す
る
。
社
殿
の
後
方
に
は
杉
を
植
栽
す
る
。
現
在

の
鳥
居
は
、
将
来
は
石
造
の
も
の
に
代
へ
鳥
居
よ
り
社
殿
に
至
る
間
は
幅
員
三
間
の
鋪
石
道
と

し
、
そ
の
両
側
の
燈
籠
と
鳥
居
と
の
間
に
は
現
在
の
櫻
に
補
植
を
行
い
、
三
本
宛
の
櫻
並
木
と

す
る
。
ま
た
社
殿
前
現
在
の
イ
チ
イ
と
略
々
同
じ
大
き
さ
の
イ
チ
イ
を
そ
れ
と
対
照
の
位
置
に

植
栽
す
る
。
本
丸
前
の
道
路
よ
り
鳥
居
に
至
る
石
段
の
両
側
は
芝
を
張
り
、
そ
の
上
端
は
石
で

止
め
る
。
し
か
し
て
そ
の
両
側
に
は
杉
を
補
植
す
る
。(

第
二
図) 

な
お
本
丸
址
に
現
在
あ
る
コ
ブ
シ
の
大
木(

周
囲
九
尺
、
高
さ
十
余
間)

は
保
護
す
べ
き
で
あ

る
。 本

丸
址
の
東
及
び
南
部
の
見
晴
し
良
さ
と
こ
ろ
に
は
腰
掛
を
置
く
。
但
し
眺
望
と
見
透
し
の

為
、
そ
の
側
の
斜
面
の
樹
木
の
側
枝
を
自
然
風
に
所
々
切
り
透
す
。 

本
丸
址
東
南
及
び
南
面
の
斜
面
は
風
致
林
と
し
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
二
分
、
ケ
ヤ
キ
六
分
、
モ
チ
ヂ

二
分
の
割
合
に
補
植
し
、
北
側
の
斜
面
の
ツ
タ
は
保
存
す
る
が
よ
い
。 

西
側
の
斜
面
及
び
そ
の
前
の
水
道
の
あ
る
平
地
は
現
在
の
ま
ま
櫻
の
林
と
し
、
雑
草
を
綺
麗

に
刈
取
る
。
こ
の
平
地
と
本
丸
址
と
の
間
に
は
設
計
図
の
位
置
に
丸
太
材
の
階
段
道
を
設
け
る
。

こ
の
平
地
の
西
方
及
び
南
方
の
斜
面
は
現
在
の
櫻
を
そ
の
ま
ま
と
し
、
樹
下
の
雑
草
を
刈
取
り
、

ツ
ツ
ジ
を
主
と
し
て
ボ
ケ
、
ヤ
マ
ブ
キ
等
を
下
木
に
植
栽
す
。 

な
お
本
丸
址
北
側
及
び
東
側
の
一
部
分
、
即
ち
二
の
丸
址
と
の
境
界
の
部
分
は
単
に
石
崖
の

み
に
て
何
の
柵
も
な
く
、
祭
礼
そ
の
他
人
の
群
集
す
る
時
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
こ
れ
を
防

ぐ
為
、
こ
の
部
分
に
は
高
さ
一
尺
な
い
し
一
尺
五
寸
位
の
間
知
状
の
自
然
石
を
崖
端
に
沿
っ
て

五
寸
置
位
に
一
列
に
並
べ
、
石
崖
の
上
端
の
石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
融
着
さ
せ
る
。(

第
三
図)

こ
の
石
は
な
る
べ
く
石
崖
の
石
と
同
種
の
も
の
で
色
も
同
様
の
も
の
を
可
と
す
る
が
、
若
し
新

し
い
石
を
用
う
る
場
合
に
は
、
フ
キ
の
汁
又
は
ク
ル
ミ
の
澁
を
塗
れ
ば
古
く
見
え
る
も
の
で
あ

る
。 

 

（
二
）
二
の
丸
址
及
び
そ
の
付
近 

二
の
丸
址
は
本
公
園
中
民
衆
の
慰
安
、
娯
楽
、
休
養
区
と
し
最
も
適
当
し
た
区
域
で
あ
る
。
即

ち
祭
礼
、
野
外
劇
、
講
演
会
、
音
楽
会
、
あ
る
は
夏
の
情
趣
豊
か
な
盆
踊
り
、
其
他
諸
種
の
催
し

物
の
場
所
と
し
て
利
用
す
る
に
相
応
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
部
分
は
一
面
の
芝
生

と
し
、(

ク
ロ
ー
バ
を
混
じ
て
も
差
支
は
な
い)

そ
の
周
囲
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
す
る
に
止
め

る
。
し
か
し
て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
そ
の
花
の
季
節
が
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
よ
り
約
二
週
間
遅
れ
る
ゆ
え
、

本
丸
址
の
櫻
を
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
と
し
、
二
の
丸
址
の
櫻
を
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
す
る
時
は
、
春
の
花

を
楽
し
む
期
間
が
長
く
な
る
訳
で
あ
る
。
現
在
は
こ
の
部
分
に
は
他
の
種
類
の
櫻
も
存
在
す
る

が
、
将
来
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
変
更
す
る
よ
う
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
現
存
の
ア
カ
シ
ア
は

伐
採
し
て
根
株
を
堀
取
り
、
松
、
杉
は
残
し
て
置
く
。 

北
隅
に
あ
る
忠
魂
碑
の
付
近
に
は
現
在
の
杉
、
松
の
ほ
か
、
他
の
常
緑
樹
を
碑
の
後
方
に
植
え

て
背
景
を
暗
く
す
る
。 

二
の
丸
址
と
三
の
丸
址
と
の
間
は
塁
石
を
築
き
、
往
時
の
桝
形
を
復
旧
し(

南
西
の
壘
石
高
さ

十
三
尺
、
東
北
の
壘
石
高
さ
十
一
尺
五
寸)

其
間
は
石
段
を
設
け
、
二
の
丸
址
西
隅
の
所
に
丸
太

材
又
は
石
に
て
階
段
を
造
り
、〈
イ
〉
の
歩
道
か
ら
直
ち
に
二
の
丸
址
へ
出
ら
れ
る
樣
に
す
る
、

ま
た
二
の
丸
址
西
北
面
の
斜
面
は
雑
草
を
刈
取
り
、
現
在
の
櫻
樹
の
下
草
と
し
て
一
面
に
ヤ
マ

ブ
キ
を
植
栽
し
ヤ
マ
ブ
キ
の
名
所
と
す
る
。
東
北
面
の
斜
面
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
六
分
、
モ
ミ
ジ
四

分
を
植
栽
し
、
下
草
と
し
て
ヤ
マ
ブ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、
ノ
バ
ラ
等
を
植
栽
す
る
。
東
南
の
斜
面
に
は

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
六
分
、
ケ
ヤ
キ
二
分
、
モ
ミ
ジ
二
分
、
の
割
合
に
植
栽
す
る
。 

（
三
）
三
の
丸
址
及
び
そ
の
付
近 

三
の
丸
址
は
、
現
在
は
畑
地
な
る
も
将
来
は
こ
れ
を
果
樹
園
に
す
る
。
三
の
丸
址
の
斜
面
は

現
在
を
そ
の
東
隅
の
一
部
に
杉
林
が
存
在
す
る
も
、
将
来
は
西
面
及
び
北
面
の
斜
面
を
も
杉
林

と
し
、
更
に
こ
れ
を
延
ば
し
て
果
樹
園
の
上
に
も
三
列
に
杉
を
植
栽
し
、(

第
四
図)

も
っ
て
冬

季
果
樹
園
に
寒
風
の
当
た
る
の
を
防
ぐ
。
現
在
あ
る
桐
は
伐
採
す
る
。
な
お
現
在
の
杉
林
の
東

方
に
も
新
た
に
杉
林
を
仕
立
て
る
。
ま
た
三
の
丸
址
東
南
面
の
斜
面
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
七
分
、

モ
ミ
ジ
三
分
を
植
栽
す
る
。 

（
四
）
花
卉
園(

西
の
御
屋
形
跡) 

西
の
御
屋
形
跡
は
花
卉
園
と
す
る
。
花
卉
園
は
希
望
者
に
土
地
を
無
償
で
貸
与
し
、
花
卉
の

栽
培
を
行
わ
せ
そ
の
販
売
も
自
由
に
さ
せ
る
。
最
初
の
二
三
年
は
年
に
五
拾
円
な
い
し
百
円
位

383 
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の
補
助
を
与
え
る
も
よ
い
。
何
度
将
来
公
会
堂
を
設
け
る
時
に
は
こ
の
花
卉
園
の
一
隅
を
こ
れ

に
当
て
る
。
花
所
園
内
に
は
適
当
に
路
を
設
け
、
来
園
者
の
散
策
に
便
な
ら
し
め
る
。
ま
た
一
隅

に
は
仕
事
場
、
農
具
置
場
等
も
当
然
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
こ
の
区
域
内
に
存
在
す

る
民
家
及
び
湯
屋
は
立
退
か
せ
る
。
但
し
湯
屋
の
立
退
困
難
な
る
場
合
に
は
そ
の
周
囲
に
常
緑

植
込
を
造
り
、
こ
れ
を
隠
蔽
す
る
標
に
す
る
。
花
卉
園
南
西
面
及
び
北
西
面
の
斜
面
の
一
部
は

雑
草
を
刈
取
り
一
面
に
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
し
て
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
す
る
。
ま
た
北
西
面
の
斜
面
の

残
り
の
部
分
に
は
、
ハ
ギ
六
分
、
ツ
ツ
ジ
二
分
、
ボ
ケ
、
野
菊
等
二
分
を
植
栽
し
、
ハ
ギ
の
名
所

と
す
る
。
花
卉
園
の
周
囲
に
現
存
す
る
櫻
樹
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。 

（
五
）
花
卉
園
と
〈
イ
〉
の
歩
道
と
の
間
の
平
地 

一
帯
の
芝
生
と
し
、
周
囲
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
栽
し
て
樹
下
に
腰
掛
を
置
き
、
一
隅
に
四

阿
を
建
て
る
。
ま
た
花
卉
園
の
経
営
者
を
し
て
こ
こ
に
茶
店
を
開
か
せ
る
。
あ
る
い
は
茶
店
は

花
卉
園
の
一
隅
に
設
け
て
も
よ
い
。
そ
の
北
西
面
の
斜
面
は
ヤ
マ
ブ
キ
を
主
と
し
ツ
ツ
ジ
そ
の

他
を
植
栽
し
、
二
の
丸
址
北
西
面
の
斜
面
と
共
に
ヤ
マ
ブ
キ
の
名
所
と
す
る
。 

（
六
）
果
樹
園 

自
動
車
道
路
と
蓮
池
と
の
間
の
部
分
、(

現
在
あ
る
桐
は
伐
採)

正
面
見
附
付
近
、〈
ロ
〉
の
山

腹
歩
道
の
北
側
一
の
細
長
き
土
地
、
及
び
二
の
丸
址
、
三
の
丸
址
と
東
南
側
の
廻
遊
道
路
と
の

間
の
部
分
は
、
三
の
丸
址
と
共
に
果
樹
園
と
し
、
リ
ン
ゴ
、
櫻
桃
、
ア
ン
ズ
、
梅
、
桃
、
柿
、
ク

ル
ミ
、
ナ
ツ
メ
等
を
植
栽
す
る
。
た
だ
し
、
正
面
見
附
付
近
は
特
に
ア
ン
ズ
を
主
と
し
た
、
ア
ン

ズ
、
梅
、
桃
の
果
樹
園
と
し
、
春
の
花
を
以
て
公
園
入
口
の
修
飾
に
役
立
た
し
め
る
。 

（
七
）
濠
、(

養
魚
池) 

正
面
入
口
の
両
側
に
濠
を
堀
り
、
旧
飯
山
城
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
と
共
に
鯉
、
鮒
等
を
放
ち

こ
れ
を
養
魚
地
と
し
て
利
用
す
る
。
そ
の
構
造
は
第
五
図
に
示
す
如
く
ま
ず
正
面
の
入
口
道
か

ら
約
三
尺
退
き
一
段
低
い
と
こ
ろ
に
櫻
を
列
植
し
、
そ
れ
よ
り
更
に
三
尺
落
し
て
幅
一
間
の
芝

生
帯
を
濠
の
周
囲
に
巡
ら
し
そ
の
上
を
自
由
に
散
步
出
来
る
様
に
す
る
、
濠
の
側
壁
も
芝
留
と

し
、
水
面
は
芝
生
帯
か
ら
五
寸
下
の
と
こ
ろ
に
来
る
様
に
す
る
。
水
深
は
五
尺
な
い
し
十
尺
、
但

し
周
囲
一
間
幅
の
間
は
二
尺
な
い
し
三
尺
と
す
る
。
こ
れ
は
子
供
等
の
過
ま
っ
て
落
ち
た
時
の

危
険
を
防
ぐ
為
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
浅
い
部
分
に
は
睡
蓮
を
入
れ
る
。
芝
生
帯
へ
降
り
る

為
に
四
ヶ
所
設
計
図
の
位
置
に
、
道
路
か
ら
丸
太
材
の
階
段
を
つ
け
る
。 

 

（
八
）
菖
蒲
池 

本
丸
址
南
側
の
山
腹
步
道
と
廻
遊
道
路
と
の
間
、
現
在
の
畑
、
水
田
を
池
と
し
、
菖
蒲
を
植
栽

す
る
。
山
腹
步
道
南
側
の
斜
面
は
雑
草
を
短
か
く
刈
る
。 

（
九
）
蓮
池 

西
の
御
屋
形
跡
の
北
西
側
の
果
樹
園
と
廻
遊
道
路
と
の
間
、
現
在
の
水
田
を
蓮
池
と
す
る
。

蓮
池
は
相
当
の
収
益
あ
る
も
の
ゆ
え
、
ま
ず
希
望
者
に
土
地
を
無
償
で
貸
し
、
将
来
利
金
が
挙

が
る
様
に
な
れ
ば
歩
合
で
地
代
を
納
め
さ
せ
る
が
よ
い
。 

（
十
）
運
動
場 

現
在
の
運
動
場
を
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
も
使
用
し
得
る
様
に
す
る
。
こ
れ
が
た
め
に
は

現
在
の
ま
ま
で
は
狭
い(

野
球
規
則
に
依
れ
ば
木
塁
よ
り
周
囲
の
包
囲
物
又
は
見
物
席
迄
の
最

短
距
離
は
二
三
川
菥
呎
で
あ
る
。)

ゆ
え
、
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
左
右
は
廻
遊
道
路
の

と
こ
ろ
ま
で
拡
げ
、
東
南
側
の
溝
は
こ
れ
を
廃
す
る
。
ま
た
東
北
側
は
現
在
の
構
の
線
を
設
計

図
の
如
く
変
更
し
、
溝
際
ま
で
拡
げ
る
。
こ
の
拡
張
す
る
部
分
は
現
在
は
溝
、
水
田
、
又
は
畑
で
、

運
動
場
の
地
面
よ
り
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
ゆ
え
こ
れ
を
埋
め
る
に
相
当
の
土
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
現
在
の
運
動
場
の
表
面
の
土
を
二
寸
な
い
し
五
寸
犁
位
取
る
時
は
、
容
易
に
得
ら
れ
る
。

な
お
運
動
場
の
周
囲
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
四
間
置
位
に
植
栽
す
る
。 

第
四 

雑
（
そ
の
他
の
改
良
新
設
事
項
） 

（
一
）
神
櫻
の
井
戸 

二
の
丸
址
西
北
面
の
斜
面
に
あ
る
神
櫻
の
井
戸
は
破
損
せ
る
部
分
を
修
繕
し
、
傍
に
立
札
を

立
て
来
歴
を
示
す
。 

（
二
）
茶
店 

公
園
内
の
茶
店
は
自
然
に
調
和
す
べ
き
建
築
物
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
そ
の
経
営
は
花
卉

園
の
経
営
者
を
し
て
行
わ
せ
る
と
し
て
も
、
町
役
場
が
そ
の
監
督
を
な
し
、
売
品
の
定
価
表
も

人
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
明
示
さ
せ
る
。 

（
三
）
便
所 

便
所
は
二
ヶ
所
設
け
る
。
一
つ
は
運
動
場
の
西
南
隅
に
新
設
し
、
他
の
一
つ
は
花
卉
園
上
の

茶
店
の
便
所
を
外
か
ら
も
入
れ
る
様
に
し
、
共
同
便
所
と
し
て
公
衆
に
も
利
用
せ
し
め
る
。
便

所
の
周
囲
は
常
緑
樹
で
植
込
み
、
た
だ
立
札
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
を
示
す
に
止
め
、
露
わ
に
見

え
ぬ
様
に
す
る
。 
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（
四
）
腰
掛 

公
園
内
休
養
設
備
と
し
て
腰
掛
は
重
要
な
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
本
園
内
に
お
い
て
も
本

丸
址
東
及
び
南
側
の
櫻
樹
の
下
、
二
の
丸
址
の
見
晴
し
良
き
所
、
茶
店
の
付
近
、(

ハ)

の
歩
道
の

両
側
櫻
樹
の
下
等
す
べ
て
眺
望
、
休
養
、
思
索
に
適
す
る
所
に
は
腰
掛
を
設
備
し
て
行
客
の
便

に
供
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
本
園
の
如
く
自
然
式
地
方
公
園
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
腰
掛
は

な
る
べ
く
素
朴
、
野
趣
に
富
む
も
の
と
す
べ
き
で
、
例
え
ば
丸
太
の
上
を
平
ら
に
し
た
も
の
や
、

自
然
石
を
腰
の
掛
け
ら
れ
る
よ
う
少
し
ば
か
り
加
工
し
た
も
の
で
こ
と
足
り
る
の
で
あ
る
。 

（
五
）
樹
木
植
付 

本
丸
址
、
二
の
丸
址
、
運
動
場
周
園
、
道
路
沿
い
の
部
分
等
人
の
手
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に
新
に

植
栽
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
植
栽
樹
苗
を
他
の
畑
で
栽
培
し
、
高
さ
十
尺
以
上
、
目
通
り

周
園
三
寸
以
上
の
丈
夫
な
も
の
に
育
て
、
植
穴
を
直
径
三
尺
位
に
深
く
掘
り
、
堆
肥
、
油
粕
等
を

加
へ
て
植
付
け
る
。 

（
六
）
芝
生
の
手
人 

本
丸
址
、
二
の
丸
址
、
運
動
場
、
濠
の
周
囲
、
自
動
車
置
場
等
に
は
野
芝
を
一
面
に
植
え
、
現

存
す
る
所
は
そ
の
手
入
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
芝
生
は
元
来
温
帯
、
暖
帯
地
方
で
あ
れ

ば
植
物
の
生
育
す
る
い
ず
れ
の
土
地
に
も
生
育
す
る
も
の
で
、
最
適
の
土
壌
は
湿
潤
に
過
ぎ
ず
、

し
か
も
か
な
り
湿
気
を
有
っ
て
粘
質
土
又
は
粘
質
の
心
土
を
少
し
混
ぜ
た
適
当
な
湿
潤
瓌
土
で

あ
る
。
芝
生
が
張
付
法
、
植
付
法
等
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
な
ら
ば
、
管
理
手
入
と
し
て
は
雑
草
の

駆
除
、
芝
刈
り
、
施
肥
等
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
立
派
な
芝
生
と
し
て
置
く
に
は
常

に
注
意
し
て
芝
生
中
に
生
す
る
雑
草
を
除
去
し
な
い
と
、
折
角
植
付
け
た
芝
生
も
何
時
の
間
に

か
自
然
の
雑
草
に
占
領
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
次
に
土
地
が
肥
沃
で
あ
れ
ば
芝
は
著
し
く
繁
茂
し
、

其
の
結
果
日
光
や
空
気
の
流
通
不
良
と
な
り
、
為
に
芝
は
自
ら
枯
死
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

年
数
回
芝
刈
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
五
月
末
、
六
月
末
、
七
月
末
、
八
月
末
の
四
回
位
鋏
か

鎌
で
刈
れ
ば
よ
い
。
次
に
施
肥
と
し
て
は
一
二
年
目
に
一
回
行
う
の
で
あ
る
が
、
普
通
行
わ
れ

る
の
は
智
利
硝
石
又
は
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
で
、
こ
れ
を
三
十
倍
位
の
水
に
薄
め
て
如
露
で
撒
布

す
る
。 （

七
）
風
致
林
の
手
入 

風
致
林
内
風
致
木
の
手
入
と
し
て
は
枯
死
木
、
瀕
死
木
丈
け
を
伐
採
す
る
に
止
め
枝
打
は
枯

枝
の
み
と
し
、
見
透
し
の
た
め
に
枝
を
伐
る
場
合
は
普
通
庭
木
を
剪
定
す
る
必
て
格
好
よ
く
落

す
の
で
あ
る
が
、
な
る
べ
く
各
樹
種
本
来
の
樹
形
を
現
は
さ
し
む
る
の
が
自
然
の
行
き
方
で
あ

る
。
し
か
し
て
枝
打
し
た
切
ロ
は
通
行
の
人
か
ら
見
え
ぬ
よ
う
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
風

致
林
内
の
雑
草
は
年
二
三
回
刈
取
る
。
ま
た
林
内
の
落
葉
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
け
ば
や
が
て

は
腐
朽
し
て
絶
好
の
自
然
肥
料
と
な
る
も
の
ゆ
え
、
芝
地
と
道
路
の
外
は
落
葉
掃
除
の
要
を
認

め
な
い
。 

（
八
）
雑
草
刈
取
り 

現
在
園
内
に
は
雑
草
が
著
し
く
繁
茂
せ
る
も
、
こ
れ
は
一
年
に
五
回
即
ち
五
、
六
、
七
、
八
、

九
月
の
五
ヶ
月
間
毎
月
一
回
宛
刈
取
る
時
は
大
抵
綺
麗
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
年

二
三
回
雑
草
を
刈
取
る
。
な
お
本
園
内
に
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
稚
樹
が
多
い
が
、
こ
れ
を
根
絶

せ
し
む
る
に
は
根
気
よ
く
手
入
し
出
来
得
る
限
り
根
か
ら
堀
取
る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

（
九
）
案
内
図 

公
園
入
口
に
は
彩
色
入
り
の
公
園
案
内
図
を
掲
げ
る
。
ま
た
本
公
園
の
絵
葉
書
を
作
製
し
て

茶
店
で
販
売
せ
し
め
る
。 

（
十)

屑
箱 

公
園
内
適
当
の
位
置
に
屑
箱
を
置
き
園
内
を
清
潔
に
保
た
し
め
る
。 

（
十
一
）
溝
の
掃
除 

本
公
園
周
囲
の
排
水
溝
は
綺
麗
に
掃
除
し
清
潔
に
す
る
。 

（
十
二
）
照
明
設
備 

公
園
の
夜
間
利
用
に
便
な
ら
し
む
る
た
め
に
は
照
明
設
備
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
日
熱
電
燈

五
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
を
甘
間
置
位
の
距
離
に
設
備
す
べ
き
で
あ
る
が
、
差
常
り
利
用
者
の

多
い
二
の
丸
址
、
二
の
丸
址
に
至
る
步
道
、
公
園
入
口
付
近
、
蓮
池
、
の
周
囲
等
に
こ
れ
を
設
け

る
。 

（
十
三
）
水
栓 

現
在
本
丸
址
西
の
櫻
樹
林
下
に
水
道
が
来
て
い
る
ゆ
え
、
こ
れ
を
利
用
し
て
花
卉
園
と
二
の

丸
址
の
一
隅
に
水
栓
を
設
け
る
。
花
卉
園
の
も
の
は
飲
用
及
び
花
卉
園
用
の
両
者
に
利
用
し
、

二
の
丸
址
の
も
の
は
飲
用
の
み
に
使
用
す
る
。
飲
用
水
栓
と
し
て
は
噴
水
式
の
も
の
が
よ
い
。

な
お
運
動
場
に
は
井
戸
が
あ
る
ゆ
え
こ
れ
を
利
用
し
、
運
動
者
の
手
洗
、
足
洗
等
の
用
に
供
す

る
。  
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（
十
四
）
小
学
校
運
動
場 

現
在
公
園
入
口
の
南
西
に
あ
る
小
学
校
付
属
の
運
動
場
は
単
に
方
形
の
広
場
に
過
ぎ
す
し
て

何
の
設
備
も
な
い
ゆ
え
、
こ
こ
に
児
童
用
の
運
動
器
具
等
を
設
備
し
児
童
園
と
す
る
。
な
お
樹

木
を
多
く
植
栽
し
て
緑
化
に
努
め
る
。 

（
十
五
）
愛
樹
愛
園
思
想
の
鼓
吹 

小
学
校
に
お
い
て
樹
木
と
人
生
と
は
密
接
な
る
関
係
の
あ
る
こ
と
や
、
公
園
は
民
衆
共
有
物

な
る
こ
と
等
の
講
話
を
な
し
、
児
童
に
愛
樹
愛
園
の
念
を
抱
か
し
め
る
。 

（
十
六
）
保
勝
会 

本
公
園
工
事
実
施
並
に
管
理
上
地
方
有
志
、
有
力
者
で
飯
山
保
勝
会
を
組
織
し
、
各
委
員
は

名
誉
職
と
し
て
本
公
園
の
完
成
に
力
を
尽
く
し
、
併
せ
て
地
方
美
化
の
任
に
当
ら
れ
ん
こ
と
を

希
望
す
る
。 

（
十
七
）
青
年
団 

当
町
に
は
十
二
個
の
青
年
団
を
有
す
る
ゆ
え
、
こ
れ
ら
青
年
団
に
も
愛
樹
愛
園
の
思
想
を
鼓

吹
し
、
自
発
的
に
公
園
内
に
働
ぃ
て
修
築
、
植
栽
、
手
入
、
掃
除
等
に
当
ら
し
む
る
。
ま
た
五
、

六
、
七
、
八
、
九
月
の
手
入
期
に
は
公
園
を
十
二
区
に
分
ち
、
各
青
年
団
の
分
担
と
し
て
そ
の
手

入
、
掃
除
に
当
ら
し
め
る
。 

結
び 以

上
の
改
良
案
は
飯
山
城
址
公
園
が
将
来
に
お
い
て
改
良
実
施
さ
る
べ
き
計
画
の
大
要
で
あ

る
。
し
か
も
一
時
に
こ
れ
を
完
成
遷
都
す
る
に
は
多
大
の
経
費
を
要
す
る
ゆ
え
、
費
用
の
許
す

範
囲
に
お
い
て
着
手
し
易
き
部
分
か
ら
こ
れ
を
初
め
、
漸
次
こ
れ
が
完
成
に
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。
な
お
道
路
工
事
等
の
着
手
に
あ
た
っ
て
は
さ
ら
に
精
細
な
る
実
測
設
計
を
要
し
、
実
行
上

局
部
的
に
多
少
の
変
更
あ
る
は
地
形
そ
の
他
に
よ
っ
て
や
む
を
得
な
い
が
、
そ
の
根
本
は
本
改

良
案
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
公
園
の
工
事
実
施
、
監
督
上
、

地
方
有
志
や
熱
心
家
、
青
年
団
、
学
校
生
徒
等
の
助
力
、
手
伝
い
を
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
経

費
を
軽
減
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
完
成
を
早
め
る
こ
と
に
な
り
、
な
お
将
来
の
管
理
、

維
持
の
上
に
も
こ
れ
ら
民
衆
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
は
、
こ
の
郷
土
の
誇
り
と
し
て
好
結

果
を
納
め
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
筆
す
る
次
第
で
あ
る
。（
以
上
） 

  

【
後
記
】 

当
時
の
雰
囲
気
を
大
切
に
し
な
が
ら
現
代
語
訳
を
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

計
画
が
立
て
ら
れ
公
園
が
改
良
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
か
っ
た
。（
太
田
） 

昭
和
に
造
ら
れ
た
モ
ノ
が
現
存
し
て
今
も
使
わ
れ
て
い
る
背
景
に
は
様
々
な
案
や
計
画
が
あ

る
の
だ
と
知
り
、
そ
れ
を
読
み
解
く
の
は
大
変
だ
っ
た
。（
渡
邉
） 

細
か
な
部
分
ま
で
計
画
さ
れ
て
お
り
驚
い
た
。
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
。（
北
原
） 

本
稿
の
位
置
付
け
は
、
別
稿
「
本
多
静
六
と
関
連
す
る
長
野
県
内
の
公
園
・
温
泉
地
・
風
景
地

の
計
画
書
の
目
録
お
よ
び
現
代
的
価
値
」
に
記
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。（
横
関
） 
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